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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月8日(2019.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
長さ方向である第１方向にマグネット接触面が複数設けられる第１ロータコア;
前記マグネット接触面と向かい合うように位置する複数の第２ロータコア;
前記第１ロータコアと前記第２ロータコアの間に位置する複数のマグネット;および
相互隣接する前記マグネットの間に配置され、前記第２ロータコアおよび前記マグネット
を固定し、前記第２ロータコアの外周面に密着するヘッド部を含む隔壁部;
を含む、ロータ。
【請求項２】
前記隔壁部は、
一端部が前記第１ロータコアに結着する結着部; および
前記結着部から延びて、相互隣接するマグネットの一側を支持する支持部;
を含む、請求項１に記載のロータ。
【請求項３】
前記結着部は、
前記第１ロータコアに設けられる結合溝に挿入される、請求項２に記載のロータ。
【請求項４】
前記結着部は、
前記結着部と前記支持部の境界面の第１幅を基準として、
前記第１幅よりも広い第２幅を具備する断面を有する形状である、請求項３に記載のロー
タ。
【請求項５】
前記結着部は、
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前記第１ロータコアの中心部に向かうほど幅が広くなる構造である、請求項４に記載のロ
ータ。
【請求項６】
前記隔壁部は非磁性体で形成される、請求項２に記載のロータ。
【請求項７】
前記ヘッド部は、
相互隣接する前記第２ロータコアの外周面の一領域を覆う構造である、請求項２に記載の
ロータ。
【請求項８】
前記第１ロータコアの中心を基準として、前記ヘッド部の外周面が具現する曲率半径(R２
)が
前記第１ロータコアの中心で前記第２ロータコアの外周面が具現する曲率半径(R１)以下
に具現される、請求項７に記載のロータ。
【請求項９】
前記第１ロータコアおよび前記第２ロータコアは非積層型焼結構造物である、請求項１に
記載のロータ。
【請求項１０】
モータハウジング;
前記モータハウジングに配置されるステータ;
前記ステータの内側に配置されるロータ;および
前記ロータの中心を貫通するシャフト;を含み、
前記ロータは、
長さ方向である第１方向にマグネット接触面が複数設けられる第１ロータコア;
複数の前記マグネット接触面と向かい合うように位置する第２ロータコア;
前記第１ロータコアと前記第２ロータコアの間に位置する複数のマグネット;および
相互隣接する前記マグネットの間に配置され、前記第２ロータコアおよび前記マグネット
を固定し、前記第２ロータコアの外周面に密着するヘッド部を含む隔壁部;
を含む、モータ。
【請求項１１】
前記モータは、
前記隔壁部の一端部が前記第１ロータコアに挿入される結着部と前記結着部から延びて、
相互隣接するマグネットの一側を支持する支持部および
前記支持部と連結されるヘッド部を含む構造である、請求項１０に記載のモータ。
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